



















A study of Curriculum Management in the USA 






















































































(2) 変革的学校文化論 (TransformativeSchool Culture) 
一学校文化論とマネジメント文化論一










(1) アプライドラーニング (AppliedLearning)からみる SLカリキュラム開発の方法論
(2) 統合カリキュラム論 (IntegratedCurriculum)からみる SLカリキュラム開発の方法論
(3) 授業研究的文脈からみる SLカリキュラムの実践論







































































(2) 学校改善論 (Schoollmprovement) にみるカリキュラムマネジメント
(3) 学校文化論 (SchoolCulture)にみるカリキュラムマネジメント




















(2) 変革的学校文化論 (TransformativeSchool Cultur巴)
一学校文化論とマネジメント文化論一



























リキュラム開発協会J(Association for Supervision and Curriculum Development 以下、 ASCD)のドレイク





(1) アブライドラーニング (AppliedLearning)からみる SLカリキユラム開発の方法論
(2) 統合カリキュラム論 (IntegratedCurriculum)からみる SLカリキュラム開発の方法論
(3) 授業研究的文脈からみる SLカリキュラムの実践論











































































































② 調査時期:2004年 3 月 ~5 月(主として 3 月 29 日 ~31 日)
③ 調査方法:集合調査方法を取った。アメリカのフロリダナトiで2004年3月29日に開催されたサービス・
















① SLの代表的団体Leam& Serve America (23)の支部がワシントンナトiにあり、そこでの'情報収集(インタ
ビュー・参与観察)を実施した。 SLの研究校を訪問し、学校長、教師、生徒、地域等を対象にインタ
ビュー・参与観察等を実施し、学校要覧などのカリキュラムマネジメント関係の書類を収集した。



















-サービス能力 (service) ・問題解決能力 (probl巴m-solving) ・追求能力
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(Interdisciplinary Integrated Curriculum) 
.転移学際的統合カリキュラム



































































論 (TransformativeCurriculum Lead巴1・ship)を中心軸におく(却)。またへンダーソンは、 SLがその具体的実
践の方策であると位寵づけていることから、 SLをその分析視点に設定することができる。
吏に、我留のカリキュラムマネジメント論は、カリキュラムの経営主体を学校に限定した論調が主流で
あるが、アメリカにおけるカリキユラムマネジメント論は、特にSLに藷自すれば、 NP 0 (Nonprofit or時
ganization)やNG 0 (Non-governmentaI organization)などを含むコミュニティーエ…ジ、エンシー (Commlト

























































































































































































キュラム (multipledisciplines) ・完全なる融合形態カリキュラム(Interdisciplinary/Integrationl Complet巴Pro司

































(2) 中留武昭 f総合的な学習の時間 カリキュラムマネジメントの創造j 日本教育綜合研究所 2001年











'4'留武沼 f教育諜程経営の実態と課題Jr学校経営の改革戦闘昔 日米の比較経営文化論jヨi':)1大学出版部 1999王手。
-中留武Brスクールリーダーのための学校改善ストラテジ-j東洋館出版、 1993年。
























English， F.W. The Curriculum Management Audit: Improving School Quality， 
The Scarecrow Press， Inc. 2000. 
English， F.W. & Larson R. Curriculum Management for Educationa1 and Socia1 S巴rvice



















Wad巴，R.“CommunityService-Learning， A Guide to Include Service in the Public School Cu汀iculum，"State University of New 
York Press， 1997， pp19四22
他にも SLの定義には以下の通りである o http://www.leamandserve.org/ . http://www.serviceleaming.org/・http://www.
pointsoflight.org/ . http://www.nylc.org/ 
国内の SL研究も徐々に注目を浴びてきたが、例えば以下のようなものがある。
中留武昭・倉本哲男「学校と地域を結ぶカリキュラム開発の~:1Tたな展関一米国のサービス・ラーニングに焦点をあてて





Nunan， D. Language Teaching Methodlogy A Textbook for Teachers‘ 
Prentice Hall Europe 1995 pp13-14 
Newman， F.M， Evans， R， W. Definnig Issues Centerd Education. 
NCSS BULLETIN 93 Handbook on Teachig Social Issues 
Edited by Evans， R.w.， Saxe， D.W. An NCSS Publications. 1996. 
Massialas， B. G. Criteria for Issues Centerd Content Selection. 
James， B.A. & Clegg， A. A. Teachig Strategi巴sfor the Social Studies: 
Inquiry， Valuing and Decision-Making. Addison-Wesley， 1973. 
Allen， R.F. The Engle‘Ochoa Decision Making Model for Citizenship 
Education. NCSS BULLETIN 93 Handbook on Teachig Social Issues. 
Edited by Evans， R川r.，Saxe， D.W. An NCSS Publications. 1996 
Shaver， J.P. NCSS and Citizenship Education: NCSS in R巴trospect，
NCSS Publications， 1996 
Shaver， J.P. Rational for Issues-Cent巴rdSosial Studies Education 





(9) Hinojosa， E.M. Superintndents' perceptions ofCurriculum 
Management Audits， The Dissertation for the EDD， The University of Texas at Austin， 2001. 
アメリカのカリキュラムマネジメントの石iJf究(I)
ーサービス・ラーニング(Service-L巴訂ning)の視点からー
(10) Henderson J. Transformative Cuniculum Leadership， Menill Prentice HalL 2000 
叫 尽本教育方法学会編『総合的学習と教科の基礎基本j図書:文化、 2000年。
(12) Eyler， J.and Giles， Jr， D. E.“Where's the Learning in Service司Learning，"Jossey・.BassPublishers， 1999， pp.57-8L 
(13) Beane， J.A. "A Middle School Curriculum from Rhetoric to Reality，" National Middle School Association， 1990. 
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(14) Drake， S.M. "Planning Integrated Curriculum the Call to Adventure，" Association for Supervision and Curriculum D巴velopment，
1993， pp.33-5 L 
(15) 教科内容との関連性については以下の文献に詳しい。
Kinsley， c.w. and McPherson， K.“Enrichi註gthe Curriculum Through Service Learning，" Association for Sup邑rvisionand C目的cu-
lum Development， 1995 






Points of Light Foundation， A Practical Guid巴forDeveloping Agency/School 
Partnerships for Service-Learning Points of Light Foundation， 2000. pp.40-41. 
本研究では、主としてSUこ関与する NPOG!i体や地域行政団体・父母間体等とする。
(17) Points of Light Foundation， p.l8. 
(18) Kraft， N. Establishing Professional Cultures To Support Service即L巴arningpp，5シ66，
:Shelley H. Billing Editor， Building SUppOlt for Service-Learning， R恥1CResearch Corporation， 1998 
(l訪 Poinlsof Light Foundation， p47 
脚 質FJ項目は、経営的側面Iと内容方法的側面から成り立ち、例えば以下のようなものがある。
School Environment of Schools doing service-Iearning/ 
From administrative point of view 
Educational Aims， Community Needs， Student Voice， Teacher's Rol巴，
SL Curriculum Development書宇治宝ある。




凶報告者が二度訪問したワシントンナト1.パンクーパーには、全米でも著名な [Corporationfor National Service]の支部が
ある。 SL研究担当者のウォーノック (Womock，N. A.) とフレッチ (Fletch，L.)にインタビューを実施し、以下のS
L実践記録を6ステッブに対応させながら、ウォーノックが分析したデータ録音記録をした。
Margaret Heras， The Homeless an Issue-Based Interdisciplinary Unit in an Eighth-Grade Class. 
(一度目は2000年8J" 12日/90分程度。二度目は2∞l年8月20日/90分程度。)
また、三度尽の訪米では2002:fJ三 8 月 7 日 ~8 月初日に数校を調査訪問した。その選定は、ワシントン州立大学(じlllver­





サービス法 (Nationaland Community Service Act of 1990)が制定され、コミュニティーサービスを実施する学校に基金
の補助が行われるようになった。
次いで、 1993年にはクリントン大統領がサービス大綱を拡大して (Nationaland Community Service Trust Act of 1993)、
各州がナ1'教育局を通してコミュニティーサ…ピス・ラーニングを実施の|奈に基金の提供を受けることができるものとし
マ，~。
その連邦レベルでの母体が、 Corporationfor National and Community Service (全米コミュニティーサービス共同体、以
214 倉本哲男






f九州大学大学i渓人間環境学研究段 大学院教育さ子二研究紀要j第凶号2001年.、 pp1 -35. 
包4) http://www.nylc目org/









官時 English， F.W. & Larson， R.L. Curriculum Managem巴ntfor Educational and Social Service Organization， Charles C.Thomas Pub-
lisher， 1996目
English， F.W. The Curriculum Management Audit: Improving School Quality， The Scarecrow Press， Inc. 2000. 
包9) English， F.W. Curriculum Management for Schools /Coll巴ges/ Business， Charles C.Thomas Publisher， 1987， p31 





C32) Ki巴Ismeier，J. The nation not risking: Service-Learning in educational reform. 
Growing hope: a so註rcebook on integrating youth service into the curriculum 
St.P昌ul:National Youth Le且dershipCouncil， 1， 1989. 
Barber， B. Strong Democracy. Berkeley: University of California Press， 1984. 
Taylor， C. Sources of the self: The making of the modern identity. Cambridge， MA: 
Harvard University Press， 1989 
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仰:) Kinsley， C. W. & McPherson， K.“Enriching the Curriculum through Service Le昌rning;'Association for Supervision and Curriculum 
Development， 1995 
(34) Drake， S‘M.“Developing an Int巴gratedCurriculum Using the Story Model，" Toronto: OISE Press， 1992. 
倒 Kinsley， C. W. and McPherson.， K.“Enriching the Curriculum through Service Leお百ing，"Association for Supervision and Curricu-
lum Development， 1995， p146. 




中留武B(2003 a) r Interdisciplinary Curriculum (学際的カリキュラム)の開発を促進する絞営的条件の考察J九州大学
大学院教育学研究紀姿五号 2003年。
中留武Brカリキュラムマネジメントのデザインを創る 総合的な学習のカリキュラム開発に焦点をあてて j中潔武
昭・論文編集委員会編 r21世紀の学校改善』第E部第 5童話 2003年。
陣 中留武百日 f戦後学校経営の軌跡と課題jぎょうせい19840
同 中留武百召『学校経営の改率iilH裕一日米の比較経営文化論j玉JI大学出版部1999、plOO。
似) F. W. The Curriculum Management Audit， p66. 
住2) Henderson J & Kesson K. Understanding Democratic Curriculum Leadership， Teachers college Press， 1999. 
アメリカのカリキュラムマネジメント概念は以下の研究等に見られるが、その理論的な体系化に隠しではアメリカで
は未発達な概念であり、その残余部分を検討することに本研究上の意義がある。
English F. The Curriculum Management Audit: Improving School Quality， The Scarecrow Press， Inc. 2000 
English F. & Larson R. Curriculum Management for Educational and Social Service 
Organization， Charles C.Thomas Publisher， 1996. 
また、臼米比較のカリキュラムマネジメント論の概念規定をしているのは以下の文献である。
中留武昭『学校経営の改革戦自伝一日米の比較経営文化論j玉JI大学出版部1999、p100。
告3) Skilbeck， M. School-Based Curriculum Development， Paul Chapman Publishing， 1984. 
附 Wade，R. C. ppI9-20. 
柱時 B巴ane，J.A.“AMiddle School Curriculum from Rhetoric to Reality，" National Middle School Association， 1990. 
告6) Jacobs， H. H.“Interdisciplinary Curriculum: Design and Implementation;' Association for Supervision and Curriculum Develop-
ment， 1989 
住1) Drake， S‘M.“Planning Integrated Curriculum the Call to Adventure，" pp.40δ1. 
同 SLにおける「協{効性J(Collaboration)研究は例えば以下のようなものがある。
Langten， S.， & Miller. F. Youth comm自nityS白-vice.Equity & Choice， 1988. 





側本研究における SLのパートナーシップ (Partnership) とは、「学校組織と対外的なコミュニティ…のCAとの組織的






(時 Learn& Serve America. Essential Elem巴ntsof Service-Learning. 1999 
本研究は、以下に示した論文を修正した部分と、新たに書き加えた部分とで構成されている。
CD1f:で読論文
1. 2005年3月 倉本哲男サービス・ラーニング (Service同Learning)の授業構成因子に関する研究
ーリフレクション (Refl巴ction) との関係性に着包して一 「教育方法学研究j 第30巻
日本教育方法学会 pp.25-36. 
2. 2004年4月 念本哲男 米毘のサービス・ラーニングにおける市民教育論に関する研究~ Iアプライド・ラ一二ングj
および「人格教育」に関する実践分析を通して~ I公民教育研究j 第11号 日本公民教育学会 pp.1-15.
3. 2003年 5月 念本哲男 アメリカのカリキュラムマネジメントに関する研究~F.English のマネジメントサイクル論を
中心に~ I日本教育経営学会紀姿J 第45号 日本教育経営学会 pp.57-65.
4. 2002年10月 倉本哲男 サービス・ラーニングカリキュラム開発の潔論と実践の検討~西海岸のSLケースの量的・質
的分析を中心に~ Iアメリカ教育学会研究紀姿J 第13号 アメリカ教育学会 pp.12ω22.
5. 2002年3月 倉本智男 サービス・ラーニングにおける統合カリキュラムの検討ードレイクの統合カリキュラム論によ
る実践例の分析ー 「カリキュラム研究J 第11号 日本カリキュラム学会 pp.71-84.
6. 2004年3R 倉本努男 アメリカにおけるカリキュラムマネジメント論の研究~SL におけるカリキュラムリーダー







1. 2005年4丹 念本哲男 「特別活動におけるカリキユラムマネジメントの研究 ~I運動会」を過した 5学校改警学
校づくり j の実践事例研究~J 九州大学・教育経営学研究紀要 第8号 pp.11四17.
2. 2004年4月 食本哲男 「サーピス・ラーニングにおけるカリキュラムの構成要素デベロプメント (Developme以)と
マネジメント (Management)の側面からj九州大学・教育経営学研究紀要 第7号 pp79-87. 
3. 2003年 1丹 念本哲男 カリキュラムマネジメント評価 (CurriculumManagement Audit)の研究ートータルクオリティー
マネジメント (TQM) との関係性に務自して一 教育経営学研究紀委 第6号 pp.57-65. 
4. 2002年4月 中潔武昭・念本哲男 学校と地域を結ぶカリキュラム開発の試行一米国のサービス・ラーニングに焦点を
あてて一 九州大学大学院人向環境学研究院大学院教育学研究紀姿 第47.)子 pp.1-35. 
5. 2001年6月 倉本営努 サーどス・ラーニングの学習過殺に関する一考察一日米の実践比較検討からの理論的示唆一
九州教育経営学会研究集録 第7号 pp.47-54.
6. 1998年7丹 念本哲男 米関のコミュニティーサーピス・ラーニングに関する一考察~その日擦論と方法論のー断頭~
九州教育学会研究紀要 第26巻 pp.69-76.
7. 1996年6月 倉本営男 問題解決学習の理論と実践に泌する一考察 I感性jからの価値観形成論を中心に… 九州教
育学会研究紀要第24巻 pp.157 -164. 
8. 1994年6月 倉本TZE号 ボストンにおける学校選択論の渓尚一「ベアリングjによるカリキュラム開発の経緯とその結
3誌を中心、に 九州教育学会研究紀要第22巻 pp.155ω162.








②Subj巴ctteacher/Class room teacher 
@The curriculum coordinator for the school. 
@Thecむrriculumcoordinator for the school dist巾t.
⑤Other ( 





Pl巴asechoose a number (4. strongly agree 3. ag陀巴 2. disagr芭巴 1. strongly disagre巴)
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1. Does your school service糊learninggo beyond the boundaries (interdisciplinary) of pre-established curricular ob-
jectives? 
(4. strongly agree 3. agre巴 2.disagree 1. strongly disagree) 
2. Does your school service陶learningproject connect student activities to a State Standard (fulfillment of a state or 
local standard.). 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly dis註gree)
3. Do you have some district missions/schooI goaIs such as for citizenship and character dev巴Iopmentas service司
Iearning goals? 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagr，巴 1. strongly disagree) 
4. Does your school service句learningprovide application of concepts， content， and skils from the academic disci-
plines and involve students in their own learning? 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly disagr巴巴)
5. Does your school service駒learninghave high expectations for student achievementワ
(4. strongly agree 3. agr巴巴 2. disagre巴 1. strongly disagre巴)
6. Does your school service同learningteach higher level thinking skiIls toproduce new meaning， understanding and 
solutions? 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly disagree) 
